
人権教育を基礎に据え、徳・知・体の調和
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保護者・地域の願い

前年度の学校評価
人が学びあい、共に育むまちづくり
◆豊かな心と健やかな体を育みます
◆家庭教育・学校教育・社会教育の中で多様な
学びを育みます
◆地域・家庭・学校が連携した地域教育力を育
みます

確かな学力の向上
・授業改善への取組
・基礎・基本の確実な定着
・SDGs実現の鍵となるESDの推進
・ICT教育の推進

健やかな体の育成
・基本的生活習慣の確立
・体育の授業の充実
・危機回避能力の育成

豊かな心の育成
・学級集団づくり
・人権教育の充実
・道徳教育の充実
・態度教育の推進

地域に開かれた学校
・共育コミュニティづくり
・家庭、地域との連携
・防災、防犯教育の推進
・校種間の連携

仲間を大切にし、役割と責任を果たす児童の育成を目指す
・よく考えて進んで学ぶ子ども
・最後までやりぬく子ども
・自分を大切にし、他人を思いやる心をもつ子ども
・健康でたくましい子ども

・素直で謙虚
・学校は楽しいという児童が多い
・知識理解は比較的優れている
・伝え合う力に課題がある
・意欲はあるが、積極的ではない

・子どもの安全に配慮をして欲しい
・教育環境の改善をして欲しい
・自ら学ぶ子どもになり、学力の向上を図って
ほしい

・コロナ禍でできなかった、たくさんの行事を
して欲しい（地域との連携も）

・学校でのことを情報発信して欲しい

・友だちを大切にしているは高評価
・基礎学力は定着しているが、家庭学習も含め、
高評価とは言いがたい
・コロナ禍での地域との連携が課題
・校種間の交流・連携が課題

・児童会での縦割り活動や学級活
動等で、子ども同士が関わる機
会を増やす

・児童主体の学級活動を充実させ
る

・いじめアンケートを年間に３回
実施し、いじめの未然防止・早
期発見・早期対応に努める

・考え、議論する道徳授業を実践
し、保護者から「見える」人権
教育、道徳教育を行う

・授業改善を実施し、わかる
授業・力のつく授業を創造
する

・「和歌山の授業づくり基礎
基本３か条」を徹底させた
授業を行う

・ESDやプログラミング教育
に取り組む

・一人一台の情報端末を効果
的に活用する

・教育活動全体を通して、基本的
な生活習慣（あいさつやルール
の厳守等）を身につけさせる

・新体力テストの結果を反映した
授業を実施する

・防災、防犯に関わる避難訓練や
交通安全教室を計画的に行い、
危機回避能力を育成する

・感染予防、けが防止に関わる正
しい知識と基本的生活習慣を身
につけさせる

・紀見北中学校区コミュニテ
ィを推進する

・学校や学年、学級だより等
を通して、学校の情報を発
信するとともに、授業や行
事等を積極的に公開する

・地域の方々の協力を得ると
ともに地域の行事等への参
加を促す

・幼児教育施設や中学校との
教職員間の交流を促す

・学校が楽しい
（児童の肯定的な割合95％）
・人権教育を大切にしている
（保護者の肯定的な割合90％）
・道徳教育を重視している
（保護者の肯定的な割合90％）

・授業がよく分かる
（児童の肯定的な割合95％）
・授業中、進んで発表する
（児童の肯定的な割合80％）
・授業においてＩＣＴを積極的に
活用する

・基本的生活習慣が身についている
（保護者の肯定的な割合95％）
・体育科での取組を充実させる
・体力の向上に努めている
（保護者の肯定的な割合90％）
・安全教育を徹底する

・学校だよりを月１回発行する
・保護者との連携を密に行っている
（保護者の肯定的な割合90％）
・校種間の交流を年１回以上実施する


